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特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向、及び保有する資産について以下のとおり処理する方針を決定したことにより、平成 26年２月 14

日に公表し平成 26年 11月 6日に修正した平成 26年 12月期通期（平成 26年 1月 1日～平成 26年 12月 31日）の業績予

想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

 

平成 26年 12月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26年 1月 1日～平成 26年 12月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 300,000 5,000 13,000 5,000 93.76 

今回修正予想（Ｂ） 370,000 8,000 17,500 5,000 93.76 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 70,000 3,000 4,500 －  

増 減 率（ % ） 23.3 60.0 34.6 －  

（ご参考）前期実績 

（平成 25年 12月期） 
254,401 3,704 15,820 4,922 106.07 

 

修正の理由 

 

１. 業績予想の修正 

浮体式石油生産貯蔵積出設備（FPSO）の建造工事の進捗が予想を上回ったこと、及び想定為替レート（105 円／ドル）を

上回る円安となったことにより、売上高の予想を上方修正いたしました。また、これらに伴う利益の計上により営業利益及び

経常利益の予想を上方修正いたしました。 

当期純利益は次項の通り特別損失の計上が見込まれることから前回公表した予想を変更しておりません。 

 

2. 特別損失の計上 

浮体式潮流・風力ハイブリッド発電システム skwid(スクイッド)につきましては、仮設置工事中に水没したことに伴い平成

26年 12月期第 4四半期において約 10億円の固定資産の除却損を計上することといたしました。 

 

（注）上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


